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《ソフトウエア部門》

膨大な情報から必要な情報を正確かつ素早
く極秘に取り出すデータベースの部分暗号化
技術。セキュリティ対策として、データベー
スを全て暗号化した場合、パフォーマンスが
極端に低下するため、これまでは、アクセス
の制限などの手法でセキュリティを確保し、
データそのものには対策がとられていない。
「eCipherGate」はカラム単位で暗号化・
復号化するなどの手法でパフォーマンスを維
持する方式。利用者認証、利用権限、データ
の改竄検知機能を付加し不正アクセス、情報
漏洩、情報改竄を防止している。また、時限
復号装置により指定された日付にならないと
情報の復号ができない機能も付加されてい
る。独立行政法人通信総合研究所の特許使用
許諾を得て開発したもの。
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DNA配列に散らばるSNP（スニップ）が、生活習慣病や癌などの疾患と関連があることがわかって
きた。これらの疾患をスニップ疾患と呼び、DNAレベルでの研究が進められている。具体的には、血

液検査で得られるスニップを複数の被験者の
データから統計的にハプロタイプ（遺伝パタ
ーン）を推定する方法がとられるが、この推
定演算量はスニップ数が多くなると2のべき乗
で計算量が増加する。わずか20個のスニップ
データのハプロタイプを計算する場合でも、
100万個の組合せの中から患者のデータにフィ
ットするハプロタイプの「組」を選び出す計
算が必要となる。この推定計算を従来のソフ
トの980倍と大幅に性能を向上させたことが最
大の特長。対応スニップ数も30個と従来の20
個から大幅に性能を向上させた。
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